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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第66期

第２四半期
連結累計期間

第67期
第２四半期
連結累計期間

第66期

会計期間
自 平成28年１月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年１月１日
至 平成29年６月30日

自 平成28年１月１日
至 平成28年12月31日

売上高 (千円) 6,455,278 6,970,177 12,799,150

経常利益 (千円) 748,377 717,171 1,279,603

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 479,840 500,420 836,959

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △4,743 456,742 586,060

純資産額 (千円) 5,482,121 7,316,255 6,001,378

総資産額 (千円) 11,856,335 14,138,823 12,646,394

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 84.45 87.41 147.30

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 84.44 87.25 147.17

自己資本比率 (％) 46.2 51.6 47.4

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 908,816 1,259,388 1,715,532

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △1,520,143 △876,088 △2,209,978

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) 896,720 527,686 865,109

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,556,026 2,603,747 1,699,101
 

 

回次
第66期

第２四半期
連結会計期間

第67期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 40.57 42.99
 

(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。
　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更等はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成29年１月１日～平成29年６月30日）におけるわが国経済は、政府による継続的な

経済対策のもと、雇用環境の改善を伴う景気回復基調を辿りました。一方、世界経済は欧米における政治的前提条件

の変化ならびに中東、東アジアにおける地政学的なリスクの高まりにより先行き不透明感が払拭されない状況が継続

しております。

　このような状況において、当社グループは開発提案型ボトルパッケージングメーカーとして自社で容器の企画、設

計を行い、容器を製造するための金型を自社で保有している、いわゆるスタンダードボトルを軸としてお客様が必要

とする容器を必要な数だけ提供する営業活動、並びにお客様が金型投資を行うカスタムボトルの分野では当社スタン

ダードボトルの開発実績を生かした提案活動を積極的に展開いたしました。海外市場では、一昨年に設立したオラン

ダ子会社による欧州市場の開拓にとどまらず、既存の拠点が所在する中国、米国、タイにおいても同様にスタンダー

ドボトルビジネスを軸とした営業活動を展開しております。さらに、昨年子会社を設立したインドにおいては、新工

場の建設に着手したほか、デリー近郊に拠点を設置し、本格的な営業活動を開始する準備を進めております。

　また、製品開発・供給面では平成29年６月末のスタンダードボトル用金型を3,160型として当社グループが提供可能

な製品ラインナップを拡充しております。昨年稼働を開始した、弊社結城事業所の印刷棟、岡山事業所も生産機械の

増強、稼働率の向上により、生産能力の増強を実現しております。

このような施策の結果、従来から提供を継続している既存顧客の業績が引き続き好調であったことも大きく貢献

し、当第２四半期連結累計期間の売上高は69億70百万円(前年同期比8.0％増）、営業利益は7億13百万円(前年同期比

3.7％減）、経常利益は7億17百万円（前年同期比4.2％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は5億円（前年同期

比4.3％増）となりました。

 なお、当社グループは、容器事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載はしておりません。

また、販売先主要事業内容ごとの販売実績売上高は次のとおりです。

　

区分
前第２四半期
連結累計期間
売上高(千円）

当第２四半期
連結累計期間
売上高(千円）

増減（比率）

化粧・美容 3,963,353 4,217,489 6.4

日用・雑貨 301,250 334,258 11.0

食品・健康食品 602,233 610,974 1.5

化学・医薬 308,729 320,701 3.9

卸、その他 1,279,711 1,486,752 16.2

計 6,455,278 6,970,177 8.0
 

　(注) １．上記の区分は当社グループの販売品目である容器類について、販売先の主要事業内容により分類したものであ

ります。販売先における容器等の用途と上記区分名称は異なる場合があります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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（２）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比較して14億92百万円増加の141億38百万円となり

ました。

流動資産は、前連結会計年度末と比較して11億25百万円増加の67億86百万円となりました。主な変動要因は、現

金及び預金が9億4百万円、受取手形及び売掛金が2億31百万円増加したことによるものです。

固定資産は、前連結会計年度末と比較して3億66百万円増加の73億51百万円となりました。主な変動要因は、機械

装置及び運搬具（純額）が1億53百万円、無形固定資産が2億5百万円増加したことによるものであります。

流動負債は、前連結会計年度末と比較して4億38百万円増加の41億40百万円となりました。主な変動要因は、支払

手形及び買掛金が2億67百万円、「その他」のうち、未払金が95百万円、設備支払手形が47百万円増加したことによ

るものであります。

固定負債は、前連結会計年度末と比較して2億60百万円減少の26億81百万円となりました。主な変動要因は、長期

借入金が2億67百万円減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末と比較して13億14百万円増加の73億16百万円となりました。主な変動要因は、平成

29年6月に公募増資等を実施したことにより、資本金が4億71百万円、資本剰余金が4億71百万円増加したこと、親会

社株主に帰属する四半期純利益計上による利益剰余金が5億円増加、剰余金の配当が90百万円あったこと及び為替換

算調整勘定が44百万円減少したことによるものであります。

 
（３）キャッシュ・フローの分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の四半期末残高は、前連結会

計年度末に比べて9億4百万円増加し、26億3百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、12億59百万円(前年同期は9億8百万円の獲得)となりました。収入の主な内訳は、

税金等調整前四半期純利益7億14百万円、減価償却費4億62百万円及び仕入債務の増加額2億72百万円であり、支出の主

な内訳は、売上債権の増加額2億41百万円、法人税等の支払額1億87百万円であります。

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

投資活動の結果使用した資金は、8億76百万円（前年同期は15億20百万円の使用）となりました。支出の主な内訳

は、有形固定資産の取得による支出6億61百万円及び無形固定資産の取得による支出2億18百万円であります。

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果得られた資金は、5億27百万円（前年同期は8億96百万円の獲得）となりました。収入の主な内訳

は、株式の発行による収入9億29百万円であり、支出の主な内訳は、長期借入金の返済による支出3億10百万円、配当

金の支払90百万円であります。

 
（４）事業上及び財務上の対処すべき課題について

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題に重要な変更はありません。

 
（５）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は54百万円であります。

 
(注)　上記の金額に消費税等は含まれておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,498,800

計 20,498,800
 

　

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末現
在　　　　　発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成29年８月10日)

　　上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,264,200 6,264,200
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数　
100株

計 6,264,200 6,264,200 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　当第２四半期会計期間において発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　

第３回新株予約権（2017年株式報酬型）

決議年月日 平成29年３月28日

新株予約権の数（個） 86

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 8,600（注1）

新株予約権の行使時の払込金額(円） 1

新株予約権の行使期間
自　平成29年４月18日
至　平成69年４月17日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　     1,408  (注２）
資本組入額　　　   704　 (注３）

新株予約権の行使条件

①新株予約権者は行使期間内において、当社及び子会社
のいずれの地位も喪失した日の翌日から10日（10日が休
日にあたる場合には翌営業日）を経過する日までの間に
限り、新株予約権を一括してのみ行使できるものとす
る。
②新株予約権者が死亡した場合、その相続人は、新株予
約権を一括してのみ行使することができる。
③その他の条件については、当社者との間で締結する新
株予約権割当契約に定めるところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については取締役会の承認
を要するものとする。

代用払込に関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―
 

(注)１．新株予約権発行後に当社が合併、吸収分割、新設分割、株式交換、株式移転（組織再編行為）を行う場合

等、上記の株式数の調整を必要とする場合には、当該条件を勘案のうえ、合理的な範囲で目的たる株式数を

調整するものとしております。

２．発行価格には、新株予約権の行使時の払込金額（1株あたり1円）と付与日における新株予約権の公正な評価

単価（1株当たり1,407円）を合算しております。

３．新株予約権の行使により株式を発行する場合に増加する資本金の額は算出される資本金等増加限度額の２分

の１の金額とし、端数が生じる場合にはこれを切り上げるものとします。

　　　　また、資本準備金の額は資本金等増加限度額から上記資本金額を減じた額とします。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年６月16日
（注)１

500,000 6,182,200 404,712 736,771 404,712 783,829

平成29年６月28日
（注)２

82,000 6,264,200 66,372 803,144 66,372 850,202
 

（注）１　有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

　　　　　発行価格　　　   1,705円

　　　　　　引受価額　　　 1,618.85円

　　　　　　資本金組入額　 809.425円

（注）２　有償第三者割当（オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資）

　　　　　発行価格　　　   1,705円

　　　　　　資本金組入額　 809.425円

　　　　　　割当先　　　　 大和証券株式会社

 
(6) 【大株主の状況】

平成29年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

竹本　笑子 東京都台東区 1,685,000 26.90

竹本容器若竹持株会 東京都台東区松が谷２－21－５ 388,700 6.21

竹本　えつこ 東京都台東区 305,100 4.87

深澤　隆弘 東京都台東区 265,400 4.24

竹本　雅英 東京都台東区 240,000 3.83

竹本　力 東京都目黒区 227,000 3.62

深澤　英里子 東京都台東区 110,000 1.76

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１－８－11 104,900 1.67

山本　健人 東京都墨田区 100,500 1.60

山本　勝人 東京都墨田区 100,000 1.60

計 ― 3,526,600 56.30
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成29年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

6,262,800
62,628 ―

単元未満株式
普通株式

1,400
― ―

発行済株式総数 6,264,200 ― ―

総株主の議決権 ― 62,628 ―
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② 【自己株式等】

  平成29年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

― ― ― ― ― ―

計 ― ― ― ― ―
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１． 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 
 

２． 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成29年１月１日から平成29年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年12月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,699,101 2,603,747

  受取手形及び売掛金 2,716,787 2,948,480

  商品及び製品 862,772 825,805

  仕掛品 30,799 44,095

  原材料及び貯蔵品 181,296 214,335

  その他 171,577 150,967

  貸倒引当金 △935 △480

  流動資産合計 5,661,400 6,786,950

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,320,244 3,267,158

   機械装置及び運搬具（純額） 1,472,895 1,626,779

   その他（純額） 1,699,215 1,760,271

   有形固定資産合計 6,492,355 6,654,208

  無形固定資産 249,740 455,538

  投資その他の資産   

   その他 243,446 242,549

   貸倒引当金 △548 △423

   投資その他の資産合計 242,897 242,125

  固定資産合計 6,984,993 7,351,873

 資産合計 12,646,394 14,138,823
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成28年12月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 2,009,347 2,277,266

  1年内返済予定の長期借入金 567,791 524,186

  未払法人税等 204,893 223,865

  資産除去債務 － 2,736

  その他 920,529 1,112,589

  流動負債合計 3,702,562 4,140,643

 固定負債   

  長期借入金 2,682,402 2,415,124

  退職給付に係る負債 255,156 264,610

  資産除去債務 4,895 2,190

  固定負債合計 2,942,454 2,681,924

 負債合計 6,645,016 6,822,568

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 332,059 803,144

  資本剰余金 558,860 1,029,945

  利益剰余金 4,735,429 5,144,935

  自己株式 △87 △87

  株主資本合計 5,626,261 6,977,938

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,911 2,065

  為替換算調整勘定 381,118 336,229

  退職給付に係る調整累計額 △18,237 △17,180

  その他の包括利益累計額合計 364,792 321,114

 新株予約権 10,323 17,202

 純資産合計 6,001,378 7,316,255

負債純資産合計 12,646,394 14,138,823
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 6,455,278 6,970,177

売上原価 4,454,869 4,873,471

売上総利益 2,000,408 2,096,706

販売費及び一般管理費 ※  1,260,200 ※  1,383,661

営業利益 740,208 713,045

営業外収益   

 受取利息 2,489 3,871

 受取配当金 144 144

 為替差益 － 1,602

 助成金収入 12,646 6,060

 その他 10,338 14,064

 営業外収益合計 25,618 25,743

営業外費用   

 株式交付費 － 12,686

 支払利息 8,009 8,545

 為替差損 7,778 －

 その他 1,662 384

 営業外費用合計 17,450 21,616

経常利益 748,377 717,171

特別損失   

 固定資産売却損 70 783

 固定資産除却損 22,379 2,384

 減損損失 9,029 －

 特別損失合計 31,480 3,167

税金等調整前四半期純利益 716,897 714,004

法人税、住民税及び事業税 244,195 200,979

法人税等調整額 △7,138 12,604

法人税等合計 237,056 213,583

四半期純利益 479,840 500,420

親会社株主に帰属する四半期純利益 479,840 500,420
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 479,840 500,420

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △445 154

 為替換算調整勘定 △484,530 △44,888

 退職給付に係る調整額 391 1,056

 その他の包括利益合計 △484,584 △43,678

四半期包括利益 △4,743 456,742

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △4,743 456,742
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 716,897 714,004

 減価償却費 375,933 462,597

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 11,336 10,976

 減損損失 9,029 －

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 215 △580

 受取利息及び受取配当金 △2,633 △4,015

 支払利息 8,009 8,545

 株式交付費 － 12,686

 為替差損益（△は益） 6,948 △2,851

 助成金収入 △12,646 △6,060

 固定資産売却損益（△は益） 70 783

 固定資産除却損 22,379 2,384

 売上債権の増減額（△は増加） △84,648 △241,200

 たな卸資産の増減額（△は増加） △64,145 △15,095

 仕入債務の増減額（△は減少） 163,553 272,175

 その他 46,367 138,176

 小計 1,196,668 1,352,524

 利息及び配当金の受取額 2,538 3,915

 利息の支払額 △8,785 △8,862

 助成金の受取額 7,493 99,554

 法人税等の支払額 △289,097 △187,743

 営業活動によるキャッシュ・フロー 908,816 1,259,388

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △1,442,312 △661,632

 無形固定資産の取得による支出 △74,071 △218,900

 その他 △3,759 4,444

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,520,143 △876,088

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000 －

 長期借入れによる収入 1,160,000 －

 長期借入金の返済による支出 △321,852 △310,883

 株式の発行による収入 － 929,484

 配当金の支払額 △90,914 △90,914

 その他 △513 －

 財務活動によるキャッシュ・フロー 896,720 527,686

現金及び現金同等物に係る換算差額 △98,383 △6,340

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 187,008 904,645

現金及び現金同等物の期首残高 1,369,017 1,699,101

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,556,026 ※  2,603,747
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【注記事項】

(追加情報)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

 

(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年１月１日
　至　平成29年６月30日)

　給料 411,094千円 428,198千円

 運搬費 163,534千円 182,186千円

　退職給付費用 14,275千円 14,756千円

     
 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
至 平成28年6月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年6月30日)

現金及び預金 1,556,026千円 2,603,747千円

現金及び現金同等物 1,556,026千円 2,603,747千円
 

 

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成28年１月１日 至 平成28年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年３月29日
定時株主総会

普通株式 90,914 16.00 平成27年12月31日 平成28年３月30日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 
決議 株式の種類

配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年８月10日
取締役会

普通株式 79,550 14.00 平成28年６月30日 平成28年９月５日 利益剰余金
 

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成29年１月１日 至 平成29年６月30日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年３月28日
定時株主総会

普通株式 90,914 16.00 平成28年12月31日 平成29年３月29日 利益剰余金
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２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 
決議 株式の種類

配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年８月10日
取締役会

普通株式 100,226 16.00 平成29年６月30日 平成29年９月４日 利益剰余金
 

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成29年６月16日を払込期日とする公募増資及び平成29年６月28日を払込期日とする第三者割当増資

を行いました。この結果、当第２四半期連結累計期間において、資本金が471,085千円、資本剰余金が471,085千

円増加し、当第２四半期連結会計期間末において資本金が803,144千円、資本剰余金が1,029,945千円となってお

ります。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、容器事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
至 平成29年６月30日)

（１）１株当たり四半期純利益金額
 

84円45銭 87円41銭

(算定上の基礎)   

 親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 479,840 500,420

 普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

479,840 500,420

 普通株式の期中平均株式数(株) 5,682,160 5,724,955

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 84円44銭 87円25銭

　　（算定上の基礎）   

 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) － －

　普通株式増加数（株） 766 10,408

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

第２回新株予約権（税制適格型）

決議年月日　平成28年４月20日

数(個）16,800個　

種類　普通株式　

 

―

 

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

第67期（平成29年１月１日から平成29年12月31日まで）中間配当について、平成29年８月10日開催の取締役会におい

て、平成29年６月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                              　100,226千円

②　１株当たりの金額      　                      16円00銭

③　支払請求権の効力発生日および支払開始日  平成29年９月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月10日

竹本容器株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人
 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　廿　　楽　　真　　明　　㊞

 

　

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　佐 々 木　　　 斉 　　　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている竹本容器株

式会社の平成２９年１月１日から平成２９年１２月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２９年

４月１日から平成２９年６月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２９年１月１日から平成２９年６月３０

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益

計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、竹本容器株式会社及び連結子会社の平成２９年６月３０日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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